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種々の疾患を引き起こすことが知られている。熱ショックタンパク質 (HeatShock Proteins， HSP) は、温度、
化学物質、重金属、食物、放射線など様々なストレス状態に反応して発現が誘導されるタンパク質群のひと
つであり、それらは感度の良いストレスバイオマーカーの役目を果たす。本研究は、 HSP70に属するモータ
リンがメダカ偲体で誘導される事を初めて示し、生物を用いた環境汚染検出の高感度マーカーとして利用し
うる事を示唆した。
審査の結果の要旨
ガン細胞におけるモータリンと p53との相互作用に加えて、 Bcl-xLとBcl-2タンパク質がp53と搭抗して
モータリンに結合する事を示した成果は、ガン細胞の制御の視点からも興味深く高く評儲できる。また、抗
アポトーシス因子である Bcl-xLとBcl-2タンパク質は、モータリンと相互作用し、アポトーシスを誘導する
p53の発現量を増加させる作用は興味深し」モータリンの作用を抑制することで、ガン細胞の形質が変化し、
悪性度が低下する作用を示したことは、モータリンのアポトーシスシグナルへの新しい関与を示しており、
今後の研究の発展が楽しみである。
平成 24年1月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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